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によって 2人のプレーヤーによる ｢C､C｣状態が一瞬崩れても､また ｢C､C｣状態に戻るような やり







































































































State 左 右 自分 得点0 黒 黒 黒 0
1 黒 黒 自 0
2 黒 白 黒 3
3 黒 白 自 3
4 白 黒 黒 ･3.
5 白 黒 白 3





























0 1 2 3 4 5
playeT1のカード 白 '自 白 白 黒 黒∴‥
player3のカード 黒 白 自 白 白 黒 …
player1のstate 1 7 7 7 6 4
player2のState 2 7 7 7 5 1
player30)state 4 7 7 7 3 2
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ntLmberofSpedeS commonbrancheB (ra,ndom) commonandused (tlSedrandom)
0 0.0 64.0 0.0 81.8
1 0.0. 384.0 0.0 451.3
2 1024.0 960.0 1536.0 1038.0
3 2047.0 .1280.0 1535.0 1273.3
4 1024.0_ 960.0 1024.0 878.6












numberof8PeCies commonbrancleS (random) commonandlSed (usedraAdom)0 1357 320.4 2600 1594.8
1 614 943.7~ 468 1586.0
2 376 1235.5 234 701.0
3 701 943.5 616 180.7
4 506 463.2 85 30.0
5 155 151.6 61 3.3
6 155 33.1 8 0｣2
7 56 4.6 3 0.0





TLumberofSpeCies commonbrAnChe8 (random) commonandused (usedra.ndom)0 199 8.4 534 165.6
1 368 75 762 638.3
2 431 296.6 819 1093.4
3 560 683.9 640 1092.7
_4 ･532 1013.8 573 702.0
5 -525 1001.9 384 300.6
6 492 660.1 222 85.8
7 406 279.6 ■114 15.8

































PtJTb10fcorTm brJn:bJ(PnBrAbnl… .pq o:t●■LuBed=1757.3,LJdユ12282.dLE2035.9)
??
?
?? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
1 2 3 1 5
ntrrb ofLPh 6 7 8 1
nLPTb rolcm tr■伽 tgW d cr111仰 .■vrq+:t糾しt■●d-1618.LJAd=940.■k壬034.6)
1 2 3 1 5
nurTb oI叫



































































































できなく_したゲーム (例えばあるplayerが ｢白のカード｣を出しつづけていて､もう1人が ｢黒のカー
ド｣を出しつづけているということは理解できるが､その両者のうちのどちらが左にいてどちらが右にい
るかはアルゴリズムレベルで区別しない)を仮定して本シミュレーションと同様なシミュレーションを幾
つか行なったが､周期的時間分化は現われず階級的分化だけが見られた｡階級的分化の形式はかなり進化
するが､さほど複雑化も起こらない｡周期的時間的分化による協力の形成のために ｢位置の区別ができる
能力｣が何らかの役割を果たしていることは間違いない｡
本シミュレーションの初期の段階では進化が階級的分化を起こす方向にむかったことを述べた｡変異率､
乱数の係数などをかえたシミュレーションにおいてもこういった傾向は見られる｡囚人ジレンマによるシ
ミュレ∵ションでは ｢Coopration｣､｢Defect｣という戦略自体にかなりのルールが含まれており､player
はそれを基準にして進化していく｡一万､本シミュレーションにおいて､初期のplayer連には ｢協力｣が
どのような状態であるのかさえわからない｡だから､まだ協力ルールが確立されていない社会に生まれた
初期のplayerはまず安直な方向へ進化する｡つまり､目の前のplayerから搾取する方向である(階級的分
化の進化)｡そのうち ｢位置の区別｣がきっかけとなって時間的分化による協力ルールが形成されていく｡
(例えば ｢左｣のpla.yerが前のroundで譲ったら次には自分が譲るというルールに従えば3周期の時間的
分化による協力関係が可能である｡)本シミュレーションでは ｢位置の区別｣の能力が時間的分化のきっか
けとなっていたが､例えば ｢個体識別｣の能力であっても時間的分化による協力関係の形成のきっかけと
なりうるだろう｡本シミュレーションの ｢位置｣の役割を果たすものが何であるかを考えることは､何が
時間的分化による協力の進化に効いてくるのかを理解する手がかりになろだろう｡
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